
平成１２年��／���������

◆主な記事◆
◎衆議院選挙のお知らせ ……………１面
◎全庁的な行革の取り組み …………２面
◎財政状況の公表 ……………………３面
◎興銀柏の宮グランドの公園化 ……３面
◎杉並ミレニアムアート公募展 ……３面

古紙配合率７５％再生紙を使用しています

　

今
回
の
衆
議
院
議
員
選
挙
か

ら
、
外
国
に
在
住
し
て
い
る
方

も
、
国
政
選
挙
に
参
加
で
き
る

「
在
外
選
挙
」が
始
ま
り
ま
す
。

明
る
い
新
世
紀
を
築
く
の
は
あ

な
た
の
大
事
な
一
票
で
す
。
忘

れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

�
　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る

方
に
は
、
�
あ
な
た
の
投
票
所

を
ご
案
内
す
る
「
選
挙
の
お
知

ら
せ
」（
ハ
ガ
キ
）
を
お
送
り
し

ま
す
（
６
月　

日
∏
発
送
予

１３

定
）。
投
票
日
に
は
こ
の
ハ
ガ

キ
を
お
持
ち
に
な
り
、
指
定
の

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い

（
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち
で
な
く
て

も
投
票
資
格
の
あ
る
方
は
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
直
接
投
票
所

へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
）。

�
「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」

を
お
送
り
し
ま
す

�

「
選
挙
公
報
」
は

新
聞
折
込
み
で

お
届
け
し
ま
す

　

候
補
者
の
政
見
・
経
歴
な
ど

を
掲
載
し
た
「
選
挙
公
報
」
を

一
般
紙
（
六
紙
）、
ス
ポ
ー
ツ
新

聞
（
六
紙
）
な
ど
の
計
一
七
紙

に
折
り
込
み
ま
す
。

◎
折
り
込
み
日
（
予
定
）

　

６
月　

日
∏

２０

☆

　

新
聞
を
定
期
購
読
し
て
い
な

い
方
や
、
別
途
送
付
を
ご
希
望

の
方
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
選

挙
公
報
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
選
挙
公
報
は
、
区
の
施
設
や

郵
便
局
（
杉
並
・
荻
窪
・
杉

並
南
）、
駅
の
広
報
ス
タ
ン

ド
、
新
聞
販
売
店
、
公
衆
浴

場
な
ど
に
も
置
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
　

今
回
は
、
衆
議
院
比
例
代
表

選
出
議
員
選
挙
の
み
投
票
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
区
役
所
で
の

「
在
外
選
挙
人
証
」
を

お
持
ち
の
方
で
、

一
時
帰
国
さ
れ
て
い
る
方
へ

◆杉並区で投票できる方・できない方◆
投票の可否対象者投

票
日
現
在
の
住
所

が
杉
並
区
内

○できる
平成１２年３月１２日以前に転入届出をし、引き
続き住んでいる方（昭和５５年６月２６日以前に
生まれた方）

×できない
　前住所地の選挙管理委員会へお問い合わせ
ください。

平成１２年３月１３日以降に転入届出をし、引き
続き住んでいる方（昭和５５年６月２６日以前に
生まれた方）

○できる
平成１２年３月１２日以前に転入届出をし、１２年
６月１２日以降に転出した方（昭和５５年６月２６
日以前に生まれた方）投

票
日
現
在
の
住
所
が
杉
並
区
外

○できる
平成１２年３月１日以前に転入届出をし、１２年
６月１日以降に転出した方（昭和５５年６月２
日以前に生まれた方）

○できる
　但し、新住所地で名簿に登録されていない
場合に限る。

平成１１年１２月１日以前に転入届出をし、１２年
３月１日以降に転出した方（昭和５５年３月２
日以前に生まれた方）

○できる
　但し、新住所地で名簿に登録されていない
場合に限る。

平成１１年９月１日以前に転入届出をし、１２年
２月２５日以降に転出した方（昭和５４年１２月２
日以前に生まれた方）

×できない
　新住所地の選挙管理委員会へお問い合わせ
ください。

平成１１年９月１日以前に転入届出をし、１２年
２月２４日以前に転出した方（昭和５４年１２月２
日以前に生まれた方）

◆表１―不在者投票ができる場所◆

投票に必要なもの時　間期　間不在者投票場所

「選挙のお知らせ」（ハ
ガキ）
※お手元に届いている
場合にはお持ちくだ
さい。

午前８時３０分
～午後８時

衆議院議員選挙６月１３日∏～６
月２４日º、最高裁国民審査６月
１８日∂～６月２４日º

杉並区役所
（中棟６階第４会議室）

衆議院議員選挙・最高裁国民審
査とも６月１８日∂～６月２４日º

区内各出張所（１７カ所）

浜田山サービスコーナー
（浜田山１‐３６‐３
 ��� 浜田山会館併設）

井荻サービスコーナー
（上井草1‐３１‐３
 ����  ＡＩフォーラム）

（注）１. 区役所以外の不在者投票場所では,選挙人名簿との照合を電話で行うため、お待ちいただくこと
があります。あらかじめご了承ください。２. 区役所以外の場所へのお車での来場はご遠慮ください。

◆表２―一時帰国者（在外選挙人名簿登録申請済の方）が不在者投票できる場所◆

投票に必要なもの時　間期　間不在者投票場所

在外選挙人証午前８時３０分～午後８時
衆議院議員選挙（比例代
表選出）６月１３日∏～６
月２４日º

杉並区役所
（中棟６階第４会議室）

（注）帰国投票される方には「選挙のお知らせ」（ハガキ）はお送りしていません。

投票日の当日に、下記のような予定があって投票できない方
のために、事前に投票することができる制度です。�
受付場所、時間などは表１のとおりです。�

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

不
在
者
投
票
と
な
り
投
票
日
当

日
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

期
間
や
時
間
な
ど
は
表
２
の

と
お
り
で
す
。
そ
の
他
詳
細
の

問
い
合
わ
せ
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
ま
た
は
、
渡
航
先

の
大
使
館
、
総
領
事
館
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

�
　

現
在
、
一
二
〇
人
の
明
る
い

選
挙
推
進
委
員
（
区
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
）
が
選
挙
の

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
選
挙
の
際
に
は
、
駅
や

街
頭
で
投
票
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
は
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
話
し
あ

い
活
動
な
ど
を
行
い
、
区
民
の

政
治
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
へ
。

ご
存
知
で
す
か
？

 

明
る
い
選
挙
推
進
委
員

ホームページアドレスホームページアドレス
http://www.city.suginami.

tokyo.jp/

衆
議
院
議
員
選
挙
投
票
日
＝
６
月　

日
∂

２５

 
�
�
� 
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

　あなたの投票場所、投票時間、
投・開票速報、その他の詳細につ
いては、ホームページでも確認す
ることができます。
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～あなたの一票が、２１世紀へのかけはし～
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�
　

区
民
生
活
を
取
り
巻
く
社
会

経
済
情
勢
が
激
し
く
変
化
す
る

な
か
で
、
４
月
か
ら
は
介
護
保

険
制
度
や
制
度
改
革
に
伴
う
清

掃
事
業
が
新
し
く
始
ま
り
、
区

が
行
う
仕
事
は
増
え
責
任
も
大

き
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
長
引
く
経
済
不
況

や
国
の
減
税
政
策
な
ど
の
影
響

に
よ
り
、
区
財
政
は
か
つ
て
な

い
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
２
月
に
ま

と
め
た
「　

年
度
行
財
政
再
建

１２

緊
急
プ
ラ
ン
」
の
確
実
な
具
体

化
を
図
り
、
計
画
目
標
の
達
成

に
最
大
限
努
め
て
い
き
ま
す
。

行
財
政
再
建

行
財
政
再
建

緊
急
プ
ラ
ン
の

緊
急
プ
ラ
ン
の

推
進
推
進

　

主
要
な
課
題
へ
の
取
り
組
み

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

�
　

区
税
な
ど
の
収
納
率
の
向
上

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
当

面
本
格
利
用
す
る
予
定
の
な
い

区
有
地
の
一
部
を
有
料
制
自
動

車
駐
車
場
と
し
て
貸
し
出
し
、

収
入
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

�
　

一
七
出
張
所
は
来
年
４
月
を

目
途
に
廃
止
し
、
新
し
く
七
つ

の
「
事
務
所
」
を
設
置
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
は
順
次
廃

止
し
ま
す
（
荻
窪
サ
ー
ビ
ス
コ

ー
ナ
ー
を
除
く
）。新
た
な
事
務

所
の
設
置
場
所
、
代
替
サ
ー
ビ

ス
、
施
設
の
有
効
活
用
な
ど
の

具
体
案
を
検
討
し
、
必
要
な
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�
　

す
ぎ
な
み
自
然
村
、
区
民
保

養
所
、
校
外
施
設
な
ど
の
宿
泊

を
伴
う
施
設
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
存
廃
や
転
用
も
含

め
て
検
討
し
、
施
設
ご
と
の
見

直
し
の
方
向
を
決
定
し
ま
す
。

�
　

健
康
学
園
に
つ
い
て
、
入
園

児
童
数
の
減
少
や
少
子
化
に
伴

う
親
子
関
係
の
変
化
な
ど
を
踏

ま
え
、
今
後
の
虚
弱
児
童
に
対

す
る
教
育
の
あ
り
方
を
含
め
て

①
歳
入
の
確
保

②
出
張
所
・
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
の
統
廃
合

③
宿
泊
施
設
等

④
南
伊
豆
健
康
学
園

検
討
し
、
見
直
し
の
方
向
を
決

定
し
ま
す
。

�
　

民
間
委
託
や
事
業
の
民
営
化

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
学

校
給
食
の
調
理
業
務
に
つ
い
て

は
、　

年
度
か
ら
の
実
施
に
向

１３

け
て
、
委
託
化
の
方
向
で
必
要

な
検
討
と
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
な
お
、
各
学
校
の
給
食

室
で
調
理
す
る
し
く
み
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

�
　

ま
ち
づ
く
り
公
社
は　

年
度

１１

末
を
も
っ
て
廃
止
し
、
国
際
交

流
協
会
は　

年
４
月
に
文
化
振

１２

興
協
会
と
統
合
し
、「
文
化
・

交
流
協
会
」
と
し
て
再
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
さ
ん
あ
い
公
社

の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
統
合

に
つ
い
て
は
、　

年
度
実
施
を

１４

目
途
に
協
議
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
公
社
等
へ
の
財
政
支
出
や

人
的
支
援
な
ど
の
あ
り
方
を
見

直
し
、　

年
度
以
降
の
経
営
改

１３

善
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

�
　
　

年
４
月
に
区
政
情
報
室
と

１２
障
害
者
福
祉
室
を
廃
止
し
、
教

育
委
員
会
事
務
局
の
部
を
統
合

し
ま
し
た
。
簡
素
・
合
理
化
、

迅
速
な
意
思
決
定
な
ど
の
観
点

⑤
民
間
活
力
の

有
効
活
用

⑥
公
社
等
の
統
廃
合
・

経
営
改
善

⑦
組
織
改
編
と

職
員
定
数
の
削
減

か
ら
、
組
織
の
改
編
に
つ
い
て

さ
ら
に
検
討
し
、　

年
度
か
ら

１３

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
職
員
定

数
の
計
画
的
な
削
減
に
引
き
続

き
努
め
ま
す
。

�
　

来
年
度
以
降
の
新
規
採
用
を

厳
し
く
抑
制
す
る
と
と
も
に
、

民
間
委
託
や
非
常
勤
職
員
の
活

用
を
積
極
的
に
推
進
し
、
職
員

人
件
費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

�
　

職
員
の
仕
事
へ
の
意
欲
や
能

力
を
引
き
出
す
た
め
、
能
力
と

業
績
を
重
視
し
た
人
事
管
理
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
職
場
の

情
報
化
を
よ
り
一
層
推
進
し
ま

す
。�

　

情
報
通
信
技
術
の
急
速
な
進

展
に
対
応
す
る
新
た
な
行
政
の

情
報
化
を
推
進
し
、
区
政
の
高

度
情
報
化
と
事
務
の
抜
本
的
な

効
率
化
を
図
り
、
よ
り
良
い
サ

ー
ビ
ス
の
迅
速
な
提
供
に
努
め

ま
す
。��

　

政
策
を
達
成
す
る
た
め
の
重

要
施
策
を
評
価
す
る
た
め
、
政

⑧
職
員
人
件
費
の
抑
制

⑨
職
員
の
能
力
開
発

⑩
区
政
の

情
報
化
の
推
進

行
政
評
価
・

行
政
評
価
・

財
政
分
析
の
実
施

財
政
分
析
の
実
施

①
行
政
評
価

策
評
価
の
導
入
に
向
け
た
検
討

を
行
い
ま
す
。
事
務
事
業
評
価

に
つ
い
て
も
、
前
年
度
の
結
果

を
踏
ま
え
て
取
り
組
み
、
行
政

の
説
明
責
任
を
よ
り
明
確
に
し

ま
す
。

�
　

中
期
的
な
財
政
収
支
見
通
し

を
踏
ま
え
て
、
財
政
健
全
化
の

目
標
と
な
る
指
標
を
作
成
し
ま

す
。
ま
た
、
公
社
等
と
の
連
結

を
図
っ
た
貸
借
対
照
表
（
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
）
を
作
成
し
公
表

し
ま
す
。

☆

　

な
お
、　

年
度
も
昨
年
度
と

１２

同
様
に
、
区
長
以
下
の
特
別
職

は
給
与
な
ど
の
一
部
を
カ
ッ
ト

す
る
と
と
も
に
、
管
理
職
も
手

当
の
一
部
を
返
上
し
て
い
ま

す
。
区
自
ら
の
内
部
努
力
を
徹

底
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
納
得

が
得
ら
れ
る
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
ま
す
。

�
　
　

年
度
か
ら
の
新
し
い
行
革

１３
計
画
は
、「
行
財
政
改
革
懇
談

会
」
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、

　

月
ご
ろ
を
目
途
に
策
定
す
る

１１予
定
で
す
。
計
画
の
作
成
に
当

た
っ
て
は
、
区
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
に
合
っ
た
政
策
展
開
が
適
切

に
行
え
る
行
財
政
シ
ス
テ
ム
へ

の
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
次

②
財
政
分
析

年
度
以
降
の

　

年
度
以
降
の

１３１３行
革
計
画

行
革
計
画

の
点
を
重
視
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

▽
時
代
状
況
の
変
化
と
新
た
な

区
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
施

策
の
再
構
築

▽
経
営
の
視
点
に
立
っ
た
効
率

的
で
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

▽
行
政
の
守
備
範
囲
と
民
間
と

の
役
割
分
担
の
明
確
化

▽
区
政
の
透
明
性
の
向
上
と
区

民
と
の
対
話
・
協
働
の
重
視

�
　

区
民
や
学
識
経
験
者
か
ら
な

る
「
杉
並
区
行
財
政
改
革
懇
談

会
」（
会
長
＝
黒
川
和
美
・
法
政

大
教
授
）
は
昨
年　

月
に
発
足

１２

し
、
こ
れ
ま
で
に
四
回
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
、
８

月
ご
ろ
ま
で
に
提
言
を
取
り
ま

と
め
る
た
め
、
三
つ
の
テ
ー
マ

行
財
政
改
革

行
財
政
改
革

懇
談
会
の

懇
談
会
の

活
動
状
況

活
動
状
況

（
表
）
ご
と
に
活
発
な
議
論
を

重
ね
て
い
ま
す
。

※
懇
談
会
は
原
則
公
開
で
す
。

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
企

画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
懇
談
会
の

会
議
録
に
つ
い
て
は
、
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

区
を
あ
げ
て
行
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

〜〜
新新
時時
代代
にに
的的
確確
にに
対対
応応
しし
たた
行行
政政
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
提提
供供
すす
るる
たた
めめ
にに
〜〜

　特別区制度改革と地方分権改革がスタートした１２年度は、２１

世紀における杉並区の将来を左右する重要な節目の年となりま

す。区では、新たな自治の時代に対応した行財政の基盤を確立

するため、抜本的な行財政改革に取り組んでいます。

 ������� ―問い合わせは、企画課へ。

施策や事務事業の見直し
に関すること

・行政の守備範囲
・民間との役割分担
・区民との協働・パートナーシップ
・民間経営手法の活用　　など

財政運営・内部努力
に関すること

・財政の健全化
・財源の確保
・サービスと負担のバランス
・内部努力の徹底　　など

行財政運営システム・職員の
意識改革に関すること

・行政評価（事務事業評価・政策評価）
・行政の説明責任
・区民参画の仕組み
・行政の情報化
・人材育成　　など

ê
第
四
回
杉
並
区
行
財
政
改

革
懇
談
会
（
５
月　

日
）

２３

〈三つのテーマ〉
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年
度
当
初
予
算
は
、
準
骨

１１
格
予
算
と
し
て
編
成
し
、
上
半

期
は
一
般
会
計
で
、
二
回
補
正

を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
下
半

期
に
は
二
回
の
補
正
を
行
い
ま

し
た
。

　

三
回
目
の
補
正
は
、
緊
急
地

域
雇
用
対
策
（
六
項
目
）
や
高

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
に
お
け
る
介
護
保
険

準
備
な
ど
の
経
費
と
し
て
五
億

八
九
七
一
万
五
〇
〇
〇
円
が　
１１

月
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
回
目
の
補
正
は
、
介
護
保

険
の
円
滑
導
入
基
金
お
よ
び
少

子
化
対
策
基
金
へ
の
積
立
、
都

市
計
画
道
路
な
ど
に
関
す
る
経

費
と
し
て
二
九
億
七
七
〇
四
万

九
〇
〇
〇
円
が
３
月
に
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、　

年
度
か
ら
の

１０

繰
越
額
を
含
ん
だ
一
般
会
計
の

総
額
は
、
一
四
〇
八
億
六
三
二

下
半
期
の
補
正

五
万
九
〇
〇
〇
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

当
初
予
算
に
対
し
て
は
、
六

八
億
四
六
〇
六
万
五
〇
〇
〇

円
、
５
・
２
％
の
増
で
す
。

　

補
正
予
算
の
主
な
事
業
に
つ

い
て
は
表
１
を
ご
覧
下
さ
い
。

�
　
　

年
３
月
末
の
区
債
現
在
高

１２
は
、
用
地
会
計
を
含
め
八
七
二

億
四
二
五
〇
万
五
〇
〇
〇
円
で

す
。　

年
度
は
、
恒
久
的
減
税

１１

の
実
施
に
よ
る
減
税
補
て
ん
債

の
発
行
な
ど
、
三
九
億
九
一
九

〇
万
円
を
限
度
額
と
し
た
区
債

の
発
行
を
し
て
い
ま
す
。

　

発
行
内
容
は
表
２
を
ご
覧
下

さ
い
。

�
　

土
地
や
建
物
な
ど
の
公
有
財

産
の　

年
３
月
末
現
在
高
は
、

１２

約
五
五
五
八
億
七
二
四
七
万
円

で
す
。

特
別
区
債

公
有
財
産

　

区
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
年
二
回
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回

は　

月
〜
３
月
の
「　

年
度
下
半
期
」
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

10

11

―
問
い
合
わ
せ
は
、
予
算
課
へ
。

〈補正の主な事業（表１）〉
補正３号（補正総額：５億８，９７１万５千円） ����� 単位：千円

金額事業名金額事業名

３２，２１５地区整備計画３０１，０４０まちづくり計画

３０，０００地域振興７７，８００緊急地域雇用対策

１８，０４６清掃移管準備６６，０１８
高齢者在宅
サービスセンター
運営

補正４号（補正総額：２９億７，７０４万９千円） ���� 単位：千円
金額事業名金額事業名

９１，１２０区民健康診査３，３２１，６２７
介護保険
円滑導入基金
積立金

３６，６００人事・給与事務８３２，３１５都市計画道路

２０，１９３
心身障害者
ホームヘルプ
サービス

３１０，４１６生活保護費

１９，６６５予防接種２００，０００幼年公園新設

△ ７００，０００職員人件費１０１，５１０少子化対策
基金積立金

〈１１年度に発行した区債（表２）〉 � 単位：千円
起債額起債の目的
３８０，０００高齢者在宅サービスセンター建設
１４４，０００身体障害者通所施設建設
９０，０００児童館改築
８０９，０００校舎改築
２１０，０００上井草総合運動場改修
４２９，０００体育館改築
２５４，０００校地買収
１，５２５，９００減税補てん債
１５０，０００幼年公園建設
３，９９１，９００合計

平成8年� 9年� 10年� 11年� 12年�

1人あたり� 1世帯あたり� （各年3月末現在）�

区民税負担額の推移（図）�
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新
世
紀
を
間
近
に
ひ
か
え
、

前
途
有
望
な
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
発
掘
し
、
そ
の
創
作
活
動

を
応
援
す
る
た
め
に
、
美
術
作

品
の
公
募
展
を
開
催
し
ま
す
。

入
賞
者
に
は
、
副
賞
の
ほ
か
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
受
講
、
交
流

会
参
加
な
ど
の
特
典
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

▽
審
査
員

　

吉
井
淳
二
さ
ん
、
橋
本
堅
太

郎
さ
ん
、
佐
野
ぬ
い
さ
ん
、
坂

口
寛
敏
さ
ん
、
常
松
大
純
さ
ん

▽
募
集
要
領

　

【
応
募
資
格
】
区
内
在
住
･

在
勤
・
在
学
の　

歳
以
下
の
方

２５

（
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）

１２

【
対
象
作
品
】
①
平
面（
油
彩
、

水
彩
、パ
ス
テ
ル
、ア
ク
リ
ル
、

日
本
画
、デ
ッ
サ
ン
、版
画
等
で

壁
面
展
示
可
能
な
も
の
）＝
高

校
生
以
上
三
〇
号（
長
辺
九
一

㎝
以
内
）ま
で
、
小
･
中
学
生

五
五
㎝
×
四
〇
㎝
以
内
、
②

立
体（
彫
刻
、オ
ブ
ジ
ェ
、レ
リ

ー
フ
等
で
空
間
に
展
示
で
き
る

も
の
）＝
た
て
・
よ
こ
・
高
さ
の

計
が
三
〇
〇
㎝
以
内（
最
長
辺

が
二
〇
〇
㎝
以
内
）で
重
さ
一

〇
〇
Ë
以
下
、い
ず
れ
も
自
作
・

未
発
表
の
作
品
で
一
人
二
点
ま

で
【
応
募
期
間
】
９
月　

日
π

２７

〜　

月
６
日
ª（
土
・
日
を
除
く

１０
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）【
応

募
方
法
】
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、作
品
の
タ
イ
ト
ル
、材
質

（
立
体
の
み
）を
別
記
の
上
、
郵

送
ま
た
は
持
参
【
搬
入
場
所
】

f
杉
並
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
21

す
。

▽
計
画
づ
く
り
は
、
み
な
さ
ん

の
手
で

　

区
民
の
み
な
さ
ん
が
「
自
ら

考
え
、
意
見
交
換
し
、
調
整
を

図
り
計
画
案
を
つ
く
る
こ
と
」

に
よ
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
公

園
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
を
採
用
し

ま
す
（
ま
た
、
計
画
づ
く
り
の

「
助
言
者
」
と
し
て
専
門
家
に

よ
る
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
）。

▽
仮
称
「
集
う
会
」
参
加
者
募

集
　

【
期
間
】
平
成　

年
７
月
〜

１２

平
成　

年
１
月
【
回
数
】
計
五

１３

回
程
度
【
内
容
】
A
公
園
づ
く

り
の
学
習
会
B
現
地
見
学
会
C

意
見
交
換
会
D
計
画
案
作
成
な

ど
【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤

で
小
学
四
年
生
以
上
の
方
（
全

回
通
し
て
出
席
で
き
る
方
）

※
第
一
回
目
は
、
７
月
１
日
º

午
後
２
時
〜
浜
田
山
会
館

（
浜
田
山
１
―　

―
３
）
で

３６

行
う
予
定
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
電
話
で
公
園

緑
地
課
建
設
係
へ
。

▽
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
「
集
う
会
」に
よ
る
計
画
案
づ

く
り
を
進
め
る
の
と
並
行
し

て
、
平
成　

年
３
月
ま
で
に

１３

国
・
都
の
補
助
金
を
活
用
し
日

本
興
業
銀
行
か
ら
土
地
を
買
収

す
る
交
渉
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
計
画
案
を
広
く
区
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
よ

う
、
経
過
報
告
と
し
て
、
計
画

案
の
展
示
な
ど
、
随
時
広
報
や

チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　

ご
意
見
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
・
手
紙
な
ど
で
、
公
園
緑

地
課
建
設
係
へ
。（
フ
ァ
ク
ス
�

３
３
１
６
‐
２
４
７
０
で
も
可
） FAX

�
　

区
の
収
入
と
な
る
べ
き
金
額

と
し
て
確
定
し
た
、　

年
３
月

１２

末
現
在
の
特
別
区
民
税
現
年
度

分
は
五
三
二
億
四
八
七
五
万
四

〇
〇
〇
円
で
す
。

　

前
年
度
よ
り
四
二
億
五
九
四

八
万
七
〇
〇
〇
円
ほ
ど
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。

　

区
民
の
負
担
額
に
つ
い
て

は
、
図
を
ご
覧
下
さ
い
。

�
　

景
気
の
低
迷
と
、
住
民
税
の

恒
久
的
減
税
の
影
響
の
た
め
、

区
税
収
入
が
大
幅
に
落
ち
込

み
、
区
は
大
変
に
厳
し
い
財
政

運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

区
民
税
の
負
担

　

年
度
の
財
政
運
営

１２

て
平
成　

年
度
予
算
の
編
成
に

１２

あ
た
っ
て
は
、
徹
底
し
た
内
部

努
力
を
行
う
と
と
も
に
、
行
財

政
改
革
の
最
重
点
項
目
と
し
て

「
全
事
務
事
業
評
価
」を
行
い
、

効
果
や
効
率
、
そ
し
て
コ
ス
ト

削
減
の
視
点
か
ら
事
業
の
見
直

し
を
行
い
、
財
源
不
足
に
対
応

し
ま
し
た
。
ま
た
柔
軟
に
基
金

を
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
基
金

の
再
構
築
も
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も　

世
紀
の
杉
並
区
の

２１

明
る
い
未
来
に
向
け
て
、
的
確

で
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

杉
並
区
の
財
政
状
況
（　

年
度
下
半
期
）

11

杉
並
区
文
化
・
交
流
協
会
文
化

係（
上
荻
３
―　

―
５
杉
並
会

２９

館
内
）【
賞
】
A
大
賞
＝
三
〇

万
円
相
当（
一
点
）、
B
部
門
賞

／〈
大
学
生
以
上
〉優
秀
賞
＝
一

〇
万
円
相
当（
二
点
）、
奨
励
賞

＝
三
万
円
相
当（
一
〇
点
）、

〈
高
校
生
〉優
秀
賞
＝
五
万
円
相

当（
二
点
）、
奨
励
賞
＝
二
万
円

相
当（
一
〇
点
）、〈
中
学
生
〉優

　

柏
の
宮
グ
ラ
ン
ド
を
区
が
公

園
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の　

月　

日
号
の
広
報
で

１２

２１

す
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
平
成　

年
２
月

１２

の
地
区
公
園
と
し
て
の
都
市
計

画
決
定
に
続
き
、
４
月
に
都
知

事
の
事
業
認
可
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
都
市
計

画
事
業
と
し
て
、
公
園
用
地
取

得
に
向
け
て
の
交
渉
と
「（
仮

称
）
杉
並
南
中
央
公
園
」
の
計

画
づ
く
り
を
本
格
的
に
始
め
ま

―仮仮称「集う会」参加者募集称「集う会」参加者募集―

興銀柏の宮グランド（浜田山）
を公園にする計画づくりがスタ
ートします

秀
賞
＝
三
万
円
相
当（
一
点
）、

奨
励
賞
＝
一
万
円
相
当（
五

点
）、〈
小
学
生
〉優
秀
賞
＝
三

万
円
相
当（
一
点
）、
奨
励
賞
＝

一
万
円
相
当（
五
点
）、
C
企
業

賞
＝
記
念
盾（
入
賞
者
全
員
）ほ

か
【
審
査
結
果
発
表
】　

月
中

１０

旬（
予
定
）【
表
彰
式
・
交
流

会
】　

月　

日
º
【
ワ
ー
ク
シ

１１

１１

ョ
ッ
プ
】　

月　

日
º
・　

日

１１

１１

１２

∂（
小
･
中
学
生
は　

日
の
み
）

１１

▽
入
賞
作
品
の
展
示

　

【
日
時
】　

月　

日
º
〜　

１１

１１

２６

日
∂
午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
展
示

室
（
梅
里
１
―

　

―　

）【
入

２２

３２

場
料
】
無
料

　

問
い
合
わ
せ

は
、
杉
並
区
文

化
･
交
流
協
会

@
５
３
１
１
‐

７
０
３
５
へ
。

「
杉
並
ミ
レ
ニ
ア
ム
ア
ー
ト
公
募
展
」

　

世
紀
の
巨
匠
大
募
集
！

２１

吉井淳二さん「花籠」
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【
日
時
】
７
月　

日
π
午
後

２６

２
時
開
演
（
１
時　

分
開
場
）

３０

【
会
場
】
杉
並
公
会
堂
（
上
荻

１
―　

―　

）
【
出
演
】
指
揮

２３

１５

＝
高
関
健
／
お
話
と
う
た
＝
江

原
陽
子
／
ソ
プ
ラ
ノ
＝
小
林
晴

美
、
猿
山
順
子
／
バ
リ
ト
ン
＝

久
岡
昇
／
管
弦
楽
＝
日
本
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
【
内

容
】
第
一
部
〜
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
魅
力
（
楽
器
紹
介
付
き
）
〜

バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
＝
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ド
」
序

曲
、
ビ
ゼ
ー
＝
「
ア
ル
ル
の

女
」
よ
り
、
ほ
か
／
第
二
部
〜

オ
ペ
ラ
は
楽
し
い
（
音
楽
と
歌

と
お
は
な
し
で
つ
づ
る
）
〜
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
＝
「
魔
笛
」（
日

フ
ィ
ル
夏
休
み
コ
ン
サ
ー
ト

版
）
／
第
三
部
〜
み
ん
な
で
う

た
お
う
〜
南
の
島
の
ハ
メ
ハ
メ

ハ
大
王
ほ
か
【
定
員
】
一
〇
八

八
名
【
入
場
料
】
大
人
三
〇
〇

〇
円
、子
ど
も（
４
歳
〜
高
校
生

ま
で
）一
五
〇
〇
円（
全
席
指

定
）

▽
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入

【
予
約
前
売
開
始
】
６
月　

日
１２

∑
午
後
１
時
（
会
員
午
前　
１０

時
）
【
申
込
み
】
杉
並
区
文
化

･
交
流
協
会
文
化
係
（
上
荻
３

―　

―
５
杉
並
会
館
内
）
初
日

２９
は
電
話
予
約
の
み
※
月
〜
金

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時【
問
合
せ
】同
協
会
文

化
係
@
５
３
１
１
‐
７
０
３
５

日
本
フ
ィ
ル
夏
休
み
コ
ン
サ
ー
ト

�
　

【
日
時
】
６
月　

日
∂
午
後

２５

１
時　

分
開
演
（
１
時
開
場
・

３０

区
後
援
）
【
会
場
】
西
荻
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー
（
桃
井
４
―
３

―
２
）
【
内
容
】
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
か
ら
プ
ッ
チ
ー
ニ
ま
で
オ
ペ

ラ
の
名
場
面
を
演
奏
会
形
式
で

【
定
員
】
三
〇
〇
名
（
先
着

順
）
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
東
條
@
０

９
０
‐
１
８
５
８
‐
４
２
６
３

へ
。�

　

【
日
時
】
６
月　

日
º
午
後

２４

６
時　

分
開
演
（
６
時
開
場
・

３０

区
後
援
）
【
会
場
】
杉
並
公
会

堂
（
上
荻
１
―　

―　

）
【
曲

２３

１５

目
】
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
＝
交
響
曲

第
一
番
ほ
か
【
指
揮
】
岡
崎
正

春
【
入
場
料
】
四
〇
〇
円

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
東
京
経
済

大
学
管
弦
楽
団
・
田
中
@
０
９

０
‐
９
６
７
６
‐
５
２
１
９

へ
。

※
こ
の
広
報
持
参
の
方
は
、
同

伴
者
も
含
め
て
入
場
無
料
。

�
【
日
時
】
６
月　

日
π
午
後
１

２１

�
東
京
オ
ペ
ラ
シ
ア
タ
ー

 

オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

e�
東
京
経
済
大
学
管
弦
楽
団

 

定
期
演
奏
会

e日
本
フ
ィ
ル
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

時
〜
２
時
（
０
時　

分
開
場
）

４５

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）
【
出
演
】
指

２２

３２

揮
＝
ネ
ー
メ
・
ヤ
ル
ビ
／
管
弦

楽
＝
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
【
曲
目
】
マ
ー
ラ
ー

＝
交
響
曲
第
六
番
「
悲
劇
的
」

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
・
交

流
課
へ
。

※
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

�
　

夏
の
企
画
展
「
都
市
鳥
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
す
ぎ
な
み
で

減
っ
た
鳥
、
増
え
た
鳥
―
」

（
７
月　

日
か
ら
９
月　

日
ま

１５

１０

で
）
の
関
連
行
事
と
し
て
、
博

物
館
、
善
福
寺
川
周
辺
で
の
野

鳥
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
７
月　

日
º
午
前

２９

９
時
〜　

時
（
雨
天
の
場
合
は

１０

館
内
展
示
解
説
な
ど
）
【
講

師
】
武
蔵
野
自
然
史
研
究
会
・

井
口
豊
重
さ
ん
【
対
象
】
区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
（
小

学
三
年
生
以
下
の
方
は
保
護
者

同
伴
の
こ
と
）
【
定
員
】
二
五

名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
・
保
護

者
同
伴
の
場
合
は
、
そ
の
方
の

氏
名
も
記
入
）
で
、
６
月　

日
３０

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郷
土
博

物
館
（
〒　

‐
０
０
６
１
大
宮

１６８

１
―　

―
８
）
へ
。
申
し
込
み

２０

�
郷
土
博
物
館

野
鳥
観
察
会 

 
区
内
で
野
鳥
を
見
よ
う
！

e

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
博
物
館

@
３
３
１
７
‐
０
８
４
１
へ
。

�
　

【
日
時
】
７
月　

日
ª
午
前

２８

７
時　

分
〜
午
後
５
時
【
コ
ー

３０

ス
】
区
役
所
（
集
合
）
↓
全
日

空
機
体
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
（
大
田
区
）
↓
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
館
（
横
浜
市
）
↓
区
役
所

（
解
散
）
【
対
象
】
区
内
在
住

の
小
学
四
年
生
以
上
の
親
子

【
定
員
】
四
〇
名
【
参
加
費
】

一
人
一
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
参
加
希
望
者
全
員
（
ハ
ガ
キ

一
枚
で
一
家
族
）
の
氏
名
・
年

齢
（
学
年
）
・
性
別
と
代
表
者

の
住
所
・
電
話
番
号
を
書
い

て
、
７
月
７
日
（
必
着
）
ま
で

に
区
政
相
談
課
施
設
め
ぐ
り
担

当
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

※
昼
食
は
用
意
し
ま
す
。

�
　

【
日
時
】
７
月
１
日
º
・
２

日
∂
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

【
会
場
】
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば

高
井
戸
（
高
井
戸
東
３
―
７
―

４
）
【
募
集
区
画
】
両
日
と
も

　

区
画
（
業
者
は
出
店
で
き
ま

１４せ
ん
）
【
参
加
費
】
一
〇
〇
〇

円
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
６
月　

日
∑
午
前　

時
か

１９

１０

ら
電
話
で
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば

７
月
の
施
設
め
ぐ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
�

 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

in

高
井
戸
@
３
３
３
１
‐
４
３
６

０
へ
。

※
車
で
の
搬
出
入
・
来
場
は
で

き
ま
せ
ん
。

�
　

【
日
時
】
６
月　

日
º
午
後

２４

１
時　

分
〜
（
講
演
会
）
／
３

３０

時　

分
〜
４
時　

分
（
懇
親

３０

３０

会
）
【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並

【
内
容
】
基
調
講
演
「　

世
紀

２１

に
向
け
た
杉
並
区
の
環
境
づ
く

り
」
／
杉
並
区
長
・
山
田
宏
▽

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
杉
並
区
の
環

境
問
題
を
語
る
」
【
パ
ネ
ラ

ー
】
杉
並
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
理

事
長
・
大
橋
と
も
子
さ
ん
／
高

井
戸
・
北
烏
山
地
区
公
害
対
策

協
議
会
・
井
上
ア
イ
さ
ん
／
杉

並
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
議
会

副
会
長
・
芳
村
重
徳
さ
ん
／
区

環
境
清
掃
部
長
【
コ
ー
デ
イ
ネ

ー
タ
ー
】
杉
並
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
協
議
会
事
務
局
長
・
松
木

茂
さ
ん
【
定
員
】
一
二
〇
名

【
参
加
費
】
三
〇
〇
円
（
懇
親

会
は
別
途
一
〇
〇
〇
円
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
ハ
ガ
キ
（
ハ
ガ
キ
記
入
例

参
照
）
ま
た
は
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
で
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま

２１

で
に
杉
並
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

協
議
会
事
務
局
・
松
木
（
〒　
１６６

‐
０
０
１
５
成
田
東
４
―
３
―

　

―　

）
@
�
３
３
９
２
‐
０

３１

４０２

６
６
９
へ
。

�
◇
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
つ
く
ろ

う
（
児
童
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　

【
日
時
】
６
月　

日
、
７
月

３０

７
日
い
ず
れ
も
金
曜
日
の
午
前

９
時　

分
〜
正
午
【
会
場
】
児

３０

�
杉
並
環
境
講
演
会

 

杉
並
区
の
環
境
問
題
を
語
る

e

FAX

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
１

―　

―
３
）
【
内
容
】
パ
ネ
ル

５６
シ
ア
タ
ー
を
作
っ
て
演
じ
る
基

礎
を
学
ぶ
。
【
講
師
】
蒲
田
保

育
専
門
学
校
・
藤
田
佳
子
さ
ん

【
定
員
】
三
〇
名
程
度
【
参
加

費
】
材
料
代
と
し
て
五
〇
〇
円

　

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

は
、
６
月　

日
か
ら
電
話
で
児

１１

童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
@
３
３
９

３
‐
４
７
６
０
へ
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　

【
日
時
・
会
場
・
内
容
】
左

表
の
と
お
り
【
対
象
】
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
か

ら　

歳
ま
で
の
方
【
定
員
】
一

３０
二
〇
名
（
先
着
順
）
【
参
加

費
】
八
〇
〇
円

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
杉
並
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
@
５
３
０
６
‐
３

９
３
９
へ
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
。

◇
新
し
い
「
自
分
」
探
そ
う
！

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
じ
ゅ
く

　

車
い
す
体
験
・
障
害
者
と
の

交
流
や
参
加
者
自
ら
の
企
画
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習

を
行
い
ま
す
。

　

【
日
時
】
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
＝
６
月　

日
º
午
後
２
時

１７

　

分
〜
４
時　

分
【
会
場
】
杉

３０

３０

並
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
８
）

１４

【
期
間
】
７
月
〜　

年
３
月

１３

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
学
の

中
・
高
校
生
【
定
員
】
三
〇
名

（
先
着
順
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
杉
並
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
@
５
３
０
６
‐
３
９
３
９

へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。�

◇
押
し
花
絵
講
習
会

　

押
し
花
を
ハ
ガ
キ
や
し
お
り

に
あ
し
ら
っ
た
り
、
シ
ー
ル
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】
７
月
６
日
∫
・
７

日
ª
・　

日
∑
・　

日
∏
午
前

１０

１１

　

時
〜
正
午
（
計
四
回
）
【
会

１０場
】
障
害
者
福
祉
会
館
【
対

象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
障
害
者
、
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
【
定
員
】
一
五
名

【
参
加
費
】
無
料
（
材
料
費
は

自
己
負
担
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
フ

ァ
ク
ス
番
号
、
障
害
の
状
況
も

書
い
て
、
６
月　

日
（
必
着
）

２３

ま
で
に
障
害
者
福
祉
会
館
運
営

協
議
会
事
務
局
（
〒　

‐
０
０

１６８

７
２
高
井
戸
東
４
―　

―
５
）

１０

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

※
①
手
話
通
訳
が
つ
き
ま
す

②
一
般
の
交
通
機
関
で
通
う

こ
と
が
困
難
な
方
は
、
リ
フ

障
害
者
福
祉
会
館
の
講
座

ト
付
き
バ
ス
（
運
行
は
区
内

で
定
員
あ
り
）
の
送
迎
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
申
込
時
に
そ

の
旨
も
記
入
を
。

◇
手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会

　

【
日
時
】
７
月
７
日
〜　

月
１２

　

日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時

１５〜
９
時
（
計
二
〇
回
）
【
会

場
】
障
害
者
福
祉
会
館
【
応
募

資
格
】
①
来
年
度
杉
並
区
手
話

通
訳
者
試
験
を
受
験
す
る
方
②

手
話
通
訳
者
と
し
て
社
会
奉
仕

活
動
を
実
践
で
き
る
方
③
杉
並

区
手
話
講
習
会
上
級
修
了
ま
た

は
手
話
学
習
歴
三
年
以
上
の
方

【
受
講
費
】
無
料
（
教
材
費
は

自
己
負
担
）
【
募
集
人
員
】
一

〇
名
程
度
【
受
講
者
の
決
定
】

面
接
に
よ
る
選
考

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
・
区
外

在
住
者
は
勤
務
先
も
記
入
）
で

６
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
障

２３

害
者
福
祉
会
館
運
営
協
議
会
事

務
局
（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井

１６８

戸
東
４
―　

―
５
）
へ
。

１０

　
　
　
　
　

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
事
務
局

@
３
３
３
２
‐
６
１
２
１
�
３

３
３
５
‐
３
５
８
１
へ
。

FAX

年金相談のお知らせ
６月３０日ª

午前１０時～午後４時
区役所１階ロビーまたは

２階国民年金課
６月３０日ªは、国民年金保険
料５月分の支払い期限です。
忘れずにお支払いください。

催
し

行 事

講
座
・

　

講
演

〈ボランティアセミナー〉

会　　　　場内　　　　容日　　　　時
杉並ボランティアセンター
（阿佐谷南１－１４－８阿佐谷南児童館内）　

体験学習場所などの相
談※

６月３０日ª・７月１日º
午後２時～５時

〃オリエンテーション７月８日º
午前１０時～午後５時　　

区内の社会福祉施設
ボランティアグループ等体験学習期間７月２１日ª～８月３１日∫

杉並ボランティアセンター　まとめの会９月２日º午後２時～４時

※必ず参加者本人が参加してください。体験学習場所は、先着順で決定します。

●往復ハガキの場合は返
信用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

A行事名
B住所
C氏名（フリガナ）
D年齢
E性別
F電話番号

（１人１枚）
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〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

●　 平成１２（２０００）年６月１１日（日曜日）５

　

ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
時
間
、

神
々
し
い
程
の 
篤 
い
信
仰
心
。

あ
つ

神
々
の
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
足

を
踏
み
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
７
月　

日
º
午
後

２２

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
産
業
商

工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―

　

）
【
講
師
】
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

１９誌
「
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ａ
」
東
京
支
局

長
・
大
川
誠
一
さ
ん
【
対
象
】

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

お
よ
び
当
協
会
会
員
【
定
員
】

八
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
国
籍
も
書
い
て
６
月　

日
３０

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
杉
並

区
文
化
・
交
流
協
会
「
海
外
文

化
理
解
講
座
」
担
当
（
〒　

‐
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
１４

２
）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
協
会
交

流
係
@
５
３
７
８
‐
８
８
３
３

へ
。

�
　

【
日
時
】
６
月　

日
∂
午
後

２５

１
時　

分
〜
４
時
（
区
後
援
）

３０

【
会
場
】
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４７

　

）
【
講
師
】
古
道
研
究
家
・

１７宮
田
太
郎
さ
ん
【
定
員
】
七
〇

名
【
参
加
費
】
五
〇
〇
円

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
郷
土

史
会
・
原
田
@
３
３
１
２
‐
６

６
２
３
へ
。�

　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活

�
郷
土
史
講
座

相
模
・
武
蔵
の

 

古
道
遺
跡
の
ロ
マ
ン

e�
高
齢
者
の
た
め
の
公
開
講
座

元
気
で
過
ご
す
た
め
の

 

食
生
活

e

に
つ
い
て
、
栄
養
学
の
視
点
か

ら
わ
か
り
や
す
く
話
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
６
月　

日
ª
午
後

３０

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
高
井
戸

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸

東
３
―
７
―
５
）
【
講
師
】
東

京
文
化
短
期
大
学
教
授
･
小
野

恵
津
子
さ
ん
【
対
象
】
区
内
在

住
の　

歳
以
上
の
方
【
定
員
】

６０

一
〇
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２１

に
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

３
―
７
―
５
）
へ
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
高
齢
者
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
@
３
３
３
１

‐
９
２
１
１
へ
。

�
　

【
日
時
・
内
容
】
右
下
表
の

と
お
り
【
会
場
】
荻
窪
保
健
セ

ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―　

―
１
）

２０

【
対
象
】
区
内
在
住
で
現
在
介

護
し
て
い
る
方
ま
た
は
近
く
介

護
す
る
方
【
定
員
】
三
〇
名

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
荻
窪
保
健
セ
ン
タ

ー
@
３
３
９
１
‐
０
０
１
５

へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。

�
　

【
日
時
】
７
月
６
日
∫
午
後

１
時　

分
〜
（
１
時
開
場
）

３０

【
会
場
】
杉
並
公
会
堂
（
上
荻

１
―　

―　

）
【
内
容
】
城
西

２３

１５

病
院
院
長
・
笠
原
督
さ
ん
の
講

演
「
高
脂
血
症
に
つ
い
て
」
と

映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
―
純
情

詩
集
―
」
【
入
場
料
】
無
料

�
地
域
健
康
講
座

 
痴
呆 
介
護
教
室
・
痴
呆
と

ち
ほ
う

上
手
に
お
付
き
合
い

 

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

e�
講
演
と
映
画
の
会

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

 

高
い
と
言
わ
れ
た
ら

e

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
区
医

師
会
@
３
３
９
２
‐
４
１
１
４

へ
。�

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂

肪
が
気
に
な
る
方
、
生
活
習
慣

改
善
の
プ
ラ
ン
を
見
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
・
内
容
・
講
師
】
右

下
表
の
と
お
り
【
会
場
】
和
泉

�
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

 
高
脂
血
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー

e

保
健
セ
ン
タ
ー
（
和
泉
４
―　
５０

―
６
）
【
対
象
】
区
内
在
住
の

方
【
定
員
】
二
五
名
【
参
加

費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
@
３
３
１

３
‐
９
３
３
１
へ
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。

�
　

【
日
時
】
６
月　

日
∑
午
前

２６

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
高
井
戸

１０保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３

６
月
の
糖
尿
病
講
習
会

―　

―
３
）
【
内
容
】
指
示
エ

２０
ネ
ル
ギ
ー
に
合
わ
せ
た
献
立
の

立
て
方
【
講
師
】
慈
恵
会
医
科

大
学
病
院
管
理
栄
養
士
・
蒲
池

桂
子
さ
ん
【
対
象
】
糖
尿
病
が

気
に
な
る
方
、
肥
満
傾
向
の
方

と
そ
の
家
族
【
定
員
】
三
〇
名

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
保
健
セ
ン
タ
ー
@
３
３

３
４
‐
４
３
０
４
へ
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

�
　

【
日
時
】
６
月　

日
∫
午
前

２９

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
上
井
草

１０保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３
―

８
―　

）
【
内
容
】
講
義
と
電

１９

子
レ
ン
ジ
を
使
っ
た
調
理
実

演
・
試
食
【
定
員
】
三
〇
名

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

も
、
同
セ
ン
タ
ー
@
３
３
９
４

‐
１
２
１
２
へ
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。

�
　

湿
度
も
高
く
食
品
の
い
た
み

や
す
い
季
節
。
簡
単
で
安
心
、

喜
ば
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
と

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー 

朝
食
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り

�
栄
養
･
健
康
講
座

梅
雨
ど
き
の
お
弁
当
づ
く
り

 

（
幼
児
向
け
）

e

〈地域健康講座〉

講師内容日時

慶應義塾大学病院精神神経
科医師 ���� 穴水　幸子

痴呆症の正しい知識
 ����� ～傾向と対応策～

６月２８日π
午後１時～３時

荻窪保健センター
　　　　栄養士・保健婦

高齢者の食事のポイント、痴
呆症の介護のポイント

７月５日π
午後１時３０分～
 ���� ３時３０分

在宅介護支援センター
ケア２４荻窪 �� 香月　節世介護保険の上手な利用方法

　　１２日π
午後１時３０分～
 ���� ３時３０分

〈高脂血症予防セミナー〉

講　師内　容月　日

慈恵会医科大学附属病院
医師 ������� 蔵田　英明

サラサラの血液で動脈硬化
を予防しよう６月２２日∫

せんぽ東京高輪病院
栄養管理室長 �� 足立　香代子

いつまでも血管を若く保つ
ための食生活　　２７日∏

保健センター医師ほか
高脂血症を防ぐための日常
生活のポイント
グループの話し合い　

７月７日ª

※時間は、いずれも午後１時３０分～３時３０分。

〈夏のキャンプ大募集！〉
申し込み・問い合わせ・締め切り参加費内　　容対象・定員場　　所日　　程プログラム

児童青少年センター・事業係
 〒１６７‐００５１荻窪１‐５６‐３
 @３３９３‐４７６０
 （６月２３日必着）

５，０００円
温川キャンプ場での
川遊びや、吾妻町周
辺のハイキングなど

区内在住の小
学４～６年生
３０名

群馬県吾妻町
「温川キャン
プ場」ほか

８月１８日
 �� ～２０日

杉並・吾妻
　　子ども交流会

２４，０００円

自然公園内で水上ス
ポーツやキャンプな
ど

区内在住の小
学４～６年生で
両日程参加で
きる方
２５名

北海道風連町７月２６日
 �� ～２９日

杉並・風連
　　子ども交流会 風連町の子どもたち

を迎えて都内探検、
富士登山など

児童青少年セ
ンターおよび
富士学園

８月５日
 �� ～８日

児童青少年センター内
杉並区母親クラブ連絡会事務局
 〒１６７‐００５１荻窪１‐５６‐３
 @３３９３‐４７６０
 （６月２４日必着）

１３，０００円
川遊び、ハイキング、
ごはん作り、キャン
プファイヤーなど

区内在住の小
学３～６年生
６０名、ジュニ
アリーダー
（中学生）１０名

山梨県小菅村

８月１日
 �� ～３日
事前説明会
７月１６日

杉並区母親クラブ
連絡会

YOU・遊キャンプ
（区後援）

杉並区スポーツ振興財団
〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２
 みなみ阿佐ケ谷ビル８階
 @３３１２‐２１１１（区代表）
（申し込みは１家族１枚。
 ７月１日必着）
※生年月日を記入のこと

１３，０００円
（ひとり）

テント設営、野外炊
事などを体験しなが
ら、自然の中で楽し
いゲームを行う

区内在住・在
学の小学生と
その親（在勤
も可）　４５名

セシオン杉並
オリエンテ
ーション
 � ８月５日杉並区

スポーツ振興財団
親子キャンプ教室 群馬県吾妻町

すぎなみ自然
村キャンプ場

キャンプ
８月９日
 �� ～１１日

�
海
外
文
化
理
解
講
座

 
第
１
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

e

    
今
年
の
夏
も
、
自
然
が
い

っ
ぱ
い
の
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
を

行
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）に

学
校
名
、
学
年
、
保
護
者
名
も

書
い
て
、
各
締
め
切
り
日
ま
で

に
表
中
の
各
申
込
先
へ
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
各
申
込
先

へ
。

幼
児
に
必
要
な
栄
養
に
つ
い

て
。

　

【
日
時
】
６
月　

日
ª
午
前

２３

９
時　

分
〜　

時　

分
【
会

３０

１１

３０

場
】
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
円
寺
南
３
―　

―　

）

２４

１５

【
定
員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

も
、
同
セ
ン
タ
ー
@
３
３
１
１

‐
０
１
１
６
ヘ
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。

�
　

初
め
て
の
誕
生
日
を
迎
え
る

子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ

い
て
み
な
さ
ん
と
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
６
月　

日
π
午
前

２８

　

時
〜　

時　

分
【
会
場
】
高

１０

１１

３０

円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
円
寺

南
３
―　

―　

）
【
講
師
】
心

２４

１５

理
相
談
員
・
鈴
木
宏
子
さ
ん

【
対
象
】
乳
幼
児
期
後
半
〜
１

歳
児
の
保
護
者
【
定
員
】
二
〇

名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
@
３
３
１
１
‐
０
１

１
６
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。（
要
予

約
）

育
児
講
習
会

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� � � � � � � � � � � � � � � � �　

ご
み
集
積
所
で
は
ご
み
を
散

ら
か
す
な
ど
の
カ
ラ
ス
に
よ
る

迷
惑
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

区
で
は
、
こ
の
７
月
か
ら
カ

ラ
ス
被
害
の
あ
る
ご
み
集
積
所

に
防
鳥
用
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
を
貸

し
出
し
ま
す
（
平
成
９
年
７
月

以
降
に
清
掃
事
務
所
か
ら
、
既

に
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
の
貸
し
出
し

を
受
け
て
い
る
集
積
所
は
原
則

と
し
て
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
）。

　

受
付
は
各
清
掃
事
務
所
・
清

掃
事
業
所
で
行
い
ま
す
。
集
積

所
ご
と
に
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
の
保

管
者
を
決
め
、
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　

受
付
時
間
は
、
月
曜
か
ら
土

曜
日
の
午
前
８
時　

分
か
ら
午

３０

後
３
時　

分
ま
で
。

３０

　

問
い
合
わ
せ
は
、
西
清
掃
事

務
所
・
成
田
東
５
―　

―　

@

１５

２０

３
３
９
２
‐
７
２
８
１
／
東
清

掃
事
務
所
・
方
南
１
―
３
―
４

@
３
３
２
３
‐
４
５
７
１
／
清

掃
事
業
所
・
高
円
寺
南
２
―　
３６

―　

@
３
３
１
７
‐
６
７
７
１

３１
／
リ
サ
イ
ク
ル
清
掃
課
へ
。

７７
月月
かか
らら

カカ
ララ
スス
ネネ
ッッ
トト
をを
貸貸
しし
出出
しし
まま
すす

注意してください！�

雨の日の運転�
注意してください！�

雨の日の運転�
雨の日はブレーキの効きが悪くなり交通事故が多
発します。ゆとりある運転を心がけてください。�

問い合わせは、区計画調整課または各警察署（杉並３３１４‐
０１１０／高井戸３３３２‐０１１０／荻窪３３９７‐０１１０）へ。�
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このコーナーでは、各地域の集会施設運営協議会
が企画した講座や、委員の皆さんが取材したまち
の話題を中心に、地域の情報をお届けします。

�
　

各
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
各

区
民
集
会
所
で
は
、
６
・
７
月

の
各
種
教
室
を
左
表
の
と
お
り

開
き
ま
す
。参
加
費
は
無
料（
材

料
費
や
傷
害
保
険
料
は
自
己
負

担
）
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
表
中
の
各
締
切
日
（
必

着
）
ま
で
に
該
当
の
施
設
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
該
当
の
施

設
へ
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。　

e
６
・
７
月
の 
各
種
教
室

午後２時～４時

〈６・７月の各種教室〉

申込締切材料費等開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）
e永福和泉地域区民センター

―無料６月１７日、７月１・８日
午後２時３０分～３時３０分

土曜おはなし会～こどもの心を育てる語りかけや読み聞かせの世界／
おはなしのグループ ����������������� （参加自由）

e高円寺地域区民センター

６月３０日３０００円７月７・１４・２１・２８日
午後１時～４時

やさしいパン作り～ピザ・ドーナツ・ポンデケージョ（ブラジルのパ
ン）・調理パンなどを作ります／石川清芽 ���������� （２０）

e阿佐谷地域区民センター

―無料６月１７日、７月１日
 ������ 午後２時～３時土ようえほんとおはなしの会　　　　　　　　　　　　　（参加自由）

６月２５日

６月３０日
各２０円
(保険料)

７月５日（午後１時～３時）、２８日
（午後６～８時）、
８月７日（午前１０時～正午）

トレーニング機器使用講習会／日高悦子
※修了証は阿佐谷区民センター限定使用 ���� （高校生以上・各６）

e荻窪地域区民センター

―無料※７月９日午後２時～４時
（受付終了３時３０分）おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します ���� （参加自由）

e井草地域区民センター

６月２０日無料７月７・１４日 ����� 午前パソコンって何？～何に使えて何ができるのか。そんな方のための講
座です／馬越正哲 ��������������������   （２５）

―無料※
６月２４日、７月８日

午後２時～４時
（受付終了３時３０分）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します。／松尾達也ほか
 �������������������������� （参加自由）

６月２０日各２０円
(保険料)７月８・９日  午前１０時～正午ヘルシートレーニング講座～トレーニング機器を使っての講座です(中

学生は成人同伴のこと)／金森伸子 �������������� （１０）

e高井戸地域区民センター

７月５日
１組１５００円
子供毎回２０円
（保険料）

７月２９・３０日
午後１時３０分～３時３０分

親子で作るパンとケーキ／平野秀子
※土・日曜なのでお父さんもどうぞ �������� （親子１２組２４名）

６月２５日毎回２０円
（保険料）

７月７・１４・２１・２８日
午後１時～３時

盆踊り～炭坑節、紅花摘み唄、杉並音頭、東京音頭など／木村喜久江
（５０）

―無料７月１・８・１５日
午後２時～３時

おはなしひろば～読み聞かせ・紙芝居など／ムーミン母親クラブ、バ
ンビぶんこ、ロバの会 �������� （幼児・小学生対象。参加自由）

（注）１．１回約２時間。時間はおおむね、午前は１０時、午後は１時３０分から。２．※は、実費がかかる場合があります。

��
▽
仕
舞
い

　

日
本
の
伝
統
芸
術
能
楽
「
仕

舞
い
」
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。
杉
並
区
に
在
住
し
て
二
五

年
、
野
村
四
郎
さ
ん
の
舞
い
と

お
話
し
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

　

【
日
時
】
７
月　

日
º
午
前

２２

　

時　

分
〜
【
出
演
】
野
村
四

１０

３０

郎（
観
世
流
シ
テ
方
）【
定
員
】

一
〇
〇
名
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▽ 
蕎
麦 
倶
楽
部

そ
ば

　

夏
の
一
日
そ
ば
作
り
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
７
月　

日
∂
・
一

２３

回
目
＝
午
前　

時　

分
〜
午
後

１０

３０

０
時　

分
／
二
回
目
＝
午
後
０

１５

時　

分
〜
２
時　

分
【
講
師
】

４５

３０

藤
原
芳
隆
さ
ん
【
定
員
】
各
二

四
名
【
参
加
費
】
一
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
一
回
目
・
二
回
目
の
希
望
も

書
い
て
、
７
月　

日
（
必
着
）

１５

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。�

　

小
泉
八
雲
の
「
耳
な
し
芳

一
」
で
お
な
じ
み
の
琵
琶
が
、

哀
調
あ
る
音
色
に
の
せ
て
弾
ず

る
「
平
家
物
語
」
の
世
界
に
浸

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

e
方
南
和
泉
地
域
集
会
施
設

運
営
協
議
会　

周
年
記
念

１０

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
特
別
参
加

e
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

 
琵
琶 
の
夕
べ

び

わ

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
７
月　

日
ª
午
後

１４

６
時　

分
〜
８
時　

分
【
出

３０

３０

演
】
吾
妻
江
雪
さ
ん
【
定
員
】

一
二
〇
名【
入
場
料
】一
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
・

一
枚
二
名
ま
で
可
）
で
７
月
７

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ

ー
へ
。

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。�

　

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
大

き
な
声
で
や
か
ま
し
い
ヤ
カ
ち

ゃ
ん
。
で
も
、
や
く
に
た
つ
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
よ
〜

　

【
日
時
】
６
月　

日
º
午
後

２４

１
時　

分
〜
２
時　

分
【
出

３０

３０

演
】
ひ
っ
こ
座
【
定
員
】
一
〇

〇
名
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

�
　

【
日
時
】７
月
８
日
º
・
９
日

∂
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
５
時

【
内
容
】心
肺
蘇
生
法
と
ケ
ガ
の

手
当
を
中
心
と
し
た
応
急
手
当

を
学
び
、
認
定
資
格
を
取
得

【
講
師
】杉
並
消
防
署
署
員
【
対

象
】
両
日
と
も
参
加
で
き
る
方

【
定
員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】

二
〇
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
６
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

２５

同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

e
人
形
劇

番
ね
ず
み
の
ヤ
カ
ち
ゃ
ん

e
上
級
救
命
講
習

上
級
救
命
技
能
認
定
資
格
を

取
得
し
ま
せ
ん
か

　

私
た
ち
の
地
域
は
区
の
東
南

に
位
置
し
、
そ
の
中
を
西
か
ら

東
に
神
田
川
が
流
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
大
雨
の
た
び
に

 
溢 
れ
、
住
民
を
脅
か
し
た
川
も

あ
ふ改

修
さ
れ
、
昭
和　

年
こ
ろ
に

６０

は
河
川
通
路
の
整
備
が
終
わ
り

ま
し
た
。

　

当
時
植
え
ら
れ
た
木
々
も
成

長
し
、
河
川
敷
に
面
し
た
家
々

の
庭
木
と
一
体
化
し
て
、
素
晴

ら
し
い
遊
歩
道
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

例
年
に
な
く
色
濃
く
息
を
の

む
程
美
し
か
っ
た
サ
ク
ラ
の
花

は
散
り
ま
し
た
が
、
四
季
折
々

に
見
事
な
花
木
の
景
観
を
楽
し

め
る
こ
の
遊
歩
道
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

河
川
敷
の
サ
ク
ラ
の
大
半
は

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
す
が
、
藤
和

橋
と
八
幡
橋
の
間
に
は
、
十
数

本
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
、
傍
ら

の
民
家
の
庭
に
あ
る
染
め
分
け

の
桃
と
競
い
合
っ
て
、
優
美
な

姿
を
川
面
に
映
し
ま
す
。

　

環
状
七
号
線
に
近
い
弁
天
橋

東
緑
地
に
は
、
珍
し
い
ウ
コ
ン

ザ
ク
ラ
（
薬
用
植
物
ウ
コ
ン
に

似
た
薄
い
黄
色
い
花
を
つ
け

る
）
と
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
（
１
月

か
ら
３
月
に
緋
紅
色
の
花
を
つ

け
る
）
が
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
（
英
語
名
＝
ｄ

ｏ
ｇ
ｗ
ｏ
ｏ
ｄ
／
昔
、
樹
皮
か

ら
の
抽
出
物
で
犬
を
洗
っ
た
こ

と
が
こ
の
名
の
由
来
）、雪
ヤ
ナ

ギ
、
ハ
コ
ネ
ウ
ツ
ギ
、
山
吹
、

ニ
シ
キ
ギ
、
ア
ベ
リ
ア
な
ど
の

む
ら
が
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
五
⁄
程

の
大
き
な
黄
色
い
花
を
つ
け
る

ビ
ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
、
黄
色
の
糸
の

よ
う
な
多
数
の
雄
し
べ
を
持
つ

金
糸
梅
、
ア
ジ
サ
イ
な
ど
が
楽

し
め
ま
す
。
タ
チ
ア
オ
イ
は
ツ

ユ
ア
オ
イ
と
も
呼
ば
れ
、
先
ま

で
花
が
咲
き
終
わ
る
と
梅
雨
が

明
け
、
花
が
整
然
と
付
く
と
カ

ラ
梅
雨
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
の
梅
雨
の
予
報
も

で
き
そ
う
で
す
。

　

一
歩
住
宅
地
に
入
る
と
、
丹

精
込
め
た
花
々
が
目
を
引
き
ま

す
。
思
い
思
い
の
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
を
鑑
賞
し
、
井
の
頭
線
西
永

福
駅
か
ら
南
へ
一
〇
分
ほ
ど
歩

く
と
、
細
い
区
道
に
面
し
て
向

陽
中
学
校
万
葉
植
物
園
が
あ
り

ま
す
。
フ
ェ
ン
ス
に
沿
っ
て
万

葉
集
に
読
み
込
ま
れ
た
一
〇
〇

種
類
を
越
え
る
植
物
が
植
え
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
名
前
と
そ
の

歌
を
書
い
た
プ
レ
ー
ト
が
添
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

向
陽
中
学
校
の
開
校
四
〇
周

年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、

一
三
年
前
に
当
時
の
校
長
の
高

橋
光
安
氏
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。
今
で
も
遠
方
か
ら

手
入
れ
に
通
わ
れ
、
地
元
の
方

た
ち
の
協
力
を
得
て
、
守
っ
て
い

ら
れ
ま
す
。そ
こ
に
は「
ア
ン
ネ

の
バ
ラ
」
も
三
本
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
千
年
余
り
の
時
と
一
万

数
千
キ
ロ
の
距
離
を
隔
て
た
草

花
が
同
じ
場
所
に
調
和
し
て
い

る
こ
と
に
感
慨
を
覚
え
ま
す
。

　

そ
の
生
垣
の
は
ず
れ
に
あ
る

水
琴
窟
に
耳
を
澄
ま
す
と
水
滴

の
落
ち
る
音
が
神
秘
的
に
響
い

て
き
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
に
も
注

目
さ
れ
、「
杉
並
百
景
」「
杉
並

ま
ち
デ
ザ
イ
ン
賞
」
に
も
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

西
永
福
駅
か
ら
北
へ
七
分
程

歩
く
と
、
大
宮
八
幡
宮
が
あ
り

ま
す
。
参
道
の
つ
つ
じ
が
美
し

く
、
５
月
３
日
〜
５
日
に
つ
つ

じ
祭
が
開
か
れ
ま
す
。
５
月
末

か
ら
さ
つ
き
展
も
開
か
れ
、
期

間
中
さ
つ
き
作
り
の
講
習
会
も

催
さ
れ
ま
す
。

　

自
慢
の
宝
は
ま
だ
ま
だ
埋
も

れ
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
足
を
の
ば
し
て
、
新
し
い
発

見
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
方
南
・
和
泉
地
域
集
会
施
設

運
営
協
議
会
）

ま
ち
の
緑
と
花
自
慢

〜
神
田
川
沿
い
の
遊
歩
道
を
歩
く
〜

神
田 川

甲
州街道

藤
和
橋�

八
幡
橋� 向

陽
橋�

神田橋�
向
陽
中�

大宮八幡�
大宮八幡�

方南通り�
井の頭通り�

荒
玉
水
道�

井
の
頭
線
�

永福町�

西永福�

▲野村四郎さん

▲吾妻江雪さん
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��
　

琴
と
ピ
ア
ノ
で
西
洋
音
楽
を

奏
で
ま
す
。

　

【
日
時
】
７
月　

日
º
午
後

１５

７
時
【
出
演
】
琴
＝
辻
淑
子
／

ピ
ア
ノ
＝
尾
崎
貴
幸
【
定
員
】

八
〇
名
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

��
　

宿
題
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

　

【
日
時
】
７
月　

日
ª
午
後

２８

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
講

３０

３０

師
】
平
川
れ
い
子
さ
ん
【
定

員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】
三
二

〇
円
（
保
険
料
含
む
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
６
月　

日
（
必
着
）
ま
で

３０

に
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。��

　

果
て
し
な
い
宇
宙
の
神
秘
と

謎
を
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
楽

し
み
ま
す
。

　

【
日
時
】
８
月
５
日
º
午
前

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
科
学
教

１０ 下
高
井
戸
区
民
集
会
所

e
土
曜
日
の
音
楽
会

琴
と
ピ
ア
ノ
の
夕
べ

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
子
ど
も
工
作
教
室

井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

「
宇
宙
の
神
秘
」を
楽
し
む

育
セ
ン
タ
ー
（
清
水
３
―
３
―

　

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在

１３勤
・
在
学
の
方
【
定
員
】
各
回

五
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
７
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

２０

井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。��

　

【
日
時
】
７
月
２
日
∂
午
前

　

時
〜
午
後
４
時
【
内
容
】
大

１０宮
前
ば
や
し
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏
、
手
品
、
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン

グ
、
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
、
落
語
、

フ
ラ
メ
ン
コ
、
子
供
お
菓
子
教

室
（
小
学
三
年
生
以
上
、
お
し

ゃ
れ
な
ク
レ
ー
プ
）
包
丁
と

ぎ
、
消
防
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
親

子
電
気
教
室
（
懐
中
電
灯
づ
く

り
）、
手
作
り
教
室
（
ア
イ
ロ

ン
ビ
ー
ズ
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
教
室
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
、
花

市
、
模
擬
店
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

荻
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

第　

回
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

２２

下高井戸区民集会所@5374－6192
〒１６８－００７３　下高井戸3－26－1”第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
@3317－6611
〒１６６－００１１　梅里1－22－32”第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所@5340－6272
〒１６６－００１２　和田2－31－21”第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター@3314－7211
〒１６６－０００４　阿佐谷南1－47－17”第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター@3301－7720
〒１６７－００２２　下井草5－7－22”第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所@3395－5085
〒１６７－００２３　上井草2－28－13”第２・第４火曜日

八成区民集会所@3394－0989
〒１６７－００２１　井草1－3－2”第２水曜日

高井戸地域区民センター@3331－7841
〒１６８－００７２　高井戸東3－7－5”第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所@3329－0605
〒１６８－００７４　上高井戸1－15－5”第２・第４月曜日

梅里区民集会所@3317－3310
〒１６６－００１１　梅里2－34－20”第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター@3398－9125
〒１６７－００５１　荻窪2－34－20”第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所@5310－4633
〒１６７－００３１本天沼2－12－10”第１・第３月曜日

西荻地域区民センター@3301－0811
〒１６７－００３４桃井4－3－2”第２・第４水曜日、１０日

西荻南区民集会所@3335－5444
〒１６７－００５３西荻南3－5－23”第２月曜日

永福和泉地域区民センター@5300－9411
〒１６８－００６３　和泉3－8－18”第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所@3322－4225
〒１６８－００６２　方南1－27－8”第１・第３水曜日

地域区民センター報の
配布方法変更について

　

　従来全世帯に配布していた各地域区民センタ
ー報は、４月から町会・自治会の回覧板でご覧
いただく方法に変わりました。

　

杉
並
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

今
年
二
度
目
の
サ
ラ
ン
コ
ッ
ト

訪
問
が
、
も
う
間
近
で
す
。
世

界
最
高
峰
サ
ガ
ル
マ
ー
タ
に
抱

か
れ
る
ネ
パ
ー
ル
・
サ
ラ
ン
コ

ッ
ト
。
サ
ガ
ル
マ
ー
タ
は
、
ネ

パ
ー
ル
で
の
呼
び
名
で
、
中
国

で
は
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
、
一
般
的

に
は
初
登
頂
者
の
名
に
ち
な
ん

だ
エ
ベ
レ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
で
識
字
教
育
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
杉
並
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
。
出
発
準
備
で
慌
た

だ
し
い
訪
問
メ
ン
バ
ー
の
高
橋

延
治
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

☆

　

「
わ
た
く
し
ど
も
の
杉
並
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
サ
ラ
ン
コ

ッ
ト
の
こ
ど
も
た
ち
と
の
お
付

き
合
い
は
、
今
年
で
四
年
目
と

な
り
ま
す
。

　

い
ま
や
押
し
も
押
さ
れ
も
し

な
い
大
国
と
な
っ
た
日
本
。
し

か
し
、
同
じ
ア
ジ
ア
の
国
々
に

目
を
向
け
て
み
る
と
、
読
み
書

き
が
で
き
な
い
人
が
多
く
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
ネ
パ
ー
ル

は
識
字
率
が
最
も
低
く
、
訪
問

先
の
サ
ラ
ン
コ
ッ
ト
で
は
、
成

人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
読
み
書
き

が
で
き
ま
せ
ん
。
ネ
パ
ー
ル

は
、
サ
ガ
ル
マ
ー
タ
登
頂
の
玄

関
口
に
な
っ
て
お
り
、
国
土
の

大
部
分
が
高
い
山
、
深
い
谷
で

お
お
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
と

い
っ
た
産
業
が
な
く
、
特
に
辺

境
の
地
で
教
育
の
立
ち
後
れ
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ラ
ン
コ
ッ
ト
の
学
校
を
最

初
に
訪
れ
た
時
、
レ
ン
ガ
を
積

み
上
げ
た
校
舎
は
、
水
害
の
直

撃
を
受
け
半
壊
状
態
。
そ
ん
な

校
舎
を
二
〇
〇
名
の
小
・
中
学

生
が
一
緒
に
使
い
ま
す
。
な
か

に
は
二
時
間
以
上
を
か
け
て
、

険
し
い
山
道
を
歩
い
て
登
校
し

て
く
る
子
も
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
家
計
を
支

え
る
貴
重
な
労
働
力
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
学
校
に
通
え
る
こ

ど
も
は
一
握
り
。
し
か
も
、
農

作
業
の
忙
し
い
時
は
学
校
に
行

け
ま
せ
ん
。
月
に
一
日
、
週
に

一
日
し
か
学
校
に
行
け
な
い
と

い
う
子
ど
も
た
ち
ば
か
り
で

す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も

た
ち
は
少
し
で
も
多

く
勉
強
し
た
い
と
思

っ
て
い
て
、
学
校
で

は
先
生
の
一
言
一
言

を
聞
き
逃
さ
な
い
よ

う
に
と
、
み
ん
な
真

剣
で
す
。
わ
た
し
た

ち
は
、
勉
強
し
た
い

と
い
う
、
子
ど
も
た

ち
の
気
持
ち
を
応
援

し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
微
力

な
が
ら
、
会
員
か
ら

集
め
た
お
金
を
積
み

立
て
、
毎
年
、
校
舎

の
修
繕
や
ノ
ー
ト
、

鉛
筆
な
ど
を
購
入
し
届
け
て
い

ま
す
。

　

交
通
費
や
滞
在
費
も
、
ば
か

に
な
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
喜

ぶ
顔
を
直
接
見
ら
れ
る
心
の
交

流
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。」

を
拾
っ
て
歩
き
ま
す
。
九
回
目

と
な
る
今
年
は
５
月　

日
に
行

２４

わ
れ
、
一
〇
七
名
が
参
加
。
二

時
間
あ
ま
り
で
、
軽
ト
ラ
ッ
ク

二
台
分
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
二
一
七

個
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

二
年
前
の
６
月
１
日
、「
清
潔

で
美
し
い
杉
並
区
を
み
ん
な
で

つ
く
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
た
ば
こ
や
空
き
缶
の
ポ

イ
捨
て
な
ど
が
禁
止
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
ま
ち
は
き
れ

い
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

リ
レ
ー
清
掃
に
参
加
し
た
榮

木
さ
ん
ご
夫
妻
に
お
話
を
お
伺

い
ま
し
た
。

☆

　

「
歩
道
に
は
思
っ
た
よ
り
た

あああああああああああああああああああああああああああああああああ
ななななななななななななななななななななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
ままままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
ははははははははははははははははははははははははははははははははは
ききききききききききききききききききききききききききききききききき
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ででででででででででででででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

杉並RCと杉並RCと
ネパール・サランコットのネパール・サランコットの

こどもたちとの交流こどもたちとの交流
　

õ
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
会
員
に
よ
る
「
リ
レ

ー
清
掃
」。
区
内
を
走
る
青
梅

街
道
を
四
地
点
に
分
け
、
ハ
ッ

ピ
を
タ
ス
キ
が
わ
り
に
し
て
、

リ
レ
ー
し
な
が
ら
歩
道
の
ご
み

ば
こ
の
吸
い
殻
が
落
ち
て
い
ま

し
た
ね
。
植
え
込
み
の
下
に
も

ビ
ニ
ー
ル
袋
や
空
き
缶
が
随
分

と
あ
っ
て
、
取
り
に
く
く
て
、

手
で
一
生
懸
命
に
掘
り
出
し
た

り
も
し
ま
し
た
。

　

た
ば
こ
は
、
最
近
歩
き
な
が

ら
吸
っ
て
い
る
人
を
良
く
見
か

け
ま
す
が
、
ポ
イ
と
捨
て
て
い

る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
知
人
が
簡

易
灰
皿
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、

あ
れ
は
い
い
で
す
よ
ね
。

　

今
回
、
ご
み
を
拾
っ
て
実
感

し
た
の
は
、
実
際
に
ご
み
を
拾

わ
な
い
と
、
ど
れ
だ
け
落
ち
て

い
る
か
が
分
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
。
ご
み
を
捨
て
る
人
が
こ

ん
な
に
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

拾
う
大
変
さ
が
分
か
ら
な
い

か
ら
、
簡
単
に
捨
て
る
ん
で
し

ょ
う
。
ま
ず
拾
っ
て
み
て
、
ま

ち
の
汚
さ
や
ご
み
の
多
さ
を
実

感
す
る
こ
と
で
、
二
度
と
捨
て

た
り
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
る
の
で
は
。

ご
み
を
な
く
す
一
番
の
早
道
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
は
、
今
回
の
よ
う
に

地
域
で
一
斉
に
ご
み
を
拾
う
機

会
が
あ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す

ね
。
私
た
ち
も
こ
う
い
う
機
会

が
あ
れ
ば
、
今
後
も
参
加
し
て

い
く
よ
う
心
掛
け
た
い
で
す
。」

リ
レ
ー
清
掃
に

参
加
し
て

榮
木
瑩
治
さ
ん

郁
子
さ
ん

FAXによる問合せは
本紙掲載の記事についてファク
シミリでの問合せをご希望の方
は、下記へ送信してください。
広報課または担当の課から回答
します。

FAX．3312‐9911
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�
　
　

世
紀
最
後
の
「
知
る
区
ロ

２０
ー
ド
探
検
」
を
し
よ
う
！
探
検

隊
本
部
で
は
「
す
ぎ
ま
る
サ
ポ

ー
タ
ー
」
を
募
集
し
、
「
知
る

区
ロ
ー
ド
探
検
隊
」
の
企
画
・

運
営
・
マ
ガ
ジ
ン
の
制
作
を
サ

ポ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
知
る
区
ロ
ー
ド

探
検
隊
を
も
っ
と
楽
し
く
面
白

く
す
る
た
め
に
、
あ
な
た
も
サ

ポ
ー
タ
ー
に
応
募
し
よ
う
。

す
ぎ
ま
る
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
ろ
う
！

　

【
サ
ポ
ー
タ
ー
期
間
】
６
月

〜
平
成　

年
３
月
末
日
【
対
象

１３

者
】
小
学
生
高
学
年
以
上
の
区

民
（
企
画
や
運
営
に
携
わ
れ
る

こ
と
）【
役
割
】①
知
る
区
ロ
ー

ド
探
検
隊
事
業
へ
の
企
画
提
案

や
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
画
②

す
ぎ
ま
る
マ
ガ
ジ
ン　

の
企

１２

画
・
編
集
・
取
材
・
原
稿
執
筆
・

撮
影
③
事
業
実
施
の
サ
ポ
ー
ト

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
４

面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
ま
た

は
電
話
（
内
線
３
５
１
７
）

で
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２６

に
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

※
探
検
隊
員
の
募
集
は
、
次
号

広
報
す
ぎ
な
み
６
月　

日
号

２１

で
行
う
予
定
で
す
。

�
　

健
康
学
園
は
、
南
伊
豆
の
豊

か
な
自
然
の
中
で
健
康
の
回
復

と
体
力
の
増
進
を
図
り
な
が
ら

�
南
伊
豆
健
康
学
園

 

９
月
入
園
児
童

e

掲示板

学
ぶ
、
全
寮
制
の
学
園
で
す
。

　

自
然
と
か
か
わ
る
体
験
的
な

活
動
を
取
り
入
れ
て
自
ら
学
習

す
る
力
や
、
自
立
性
、
社
会
性

を
育
て
、
学
習
面
で
の
力
も
着

実
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。　

【
入
園
対
象
】
区
立
小
学
校
に

在
学
す
る
三
〜
六
年
生
で
、
肥

満
、
ぜ
ん
息
、
偏
食
、
虚
弱
の

児
童
【
入
園
期
間
】
９
月
〜　
１３

年
３
月
【
費
用
】
月
額
約
二
万

八
〇
〇
〇
円
（
食
費
・
雑
費
）

【
入
園
申
込
み
】
６
月　

日
ª

３０

ま
で
に
各
学
校
へ

◇
入
園
説
明
会
を
開
き
ま
す

　

【
日
時
】
６
月　

日
∫
午
後

２２

２
時
〜
【
会
場
】
職
員
研
修
所

三
階
（
成
田
東
４
―　

―　

）

３６

１３

【
内
容
】
学
園
紹
介
ビ
デ
オ
と

学
園
職
員
に
よ
る
生
活
・
学
習

の
説
明

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
学
務
課
就

学
奨
励
係
へ
。

�
　

あ
な
た
が
考
え
る
男
女
平

等
・
共
同
参
画
を
川
柳
や
標
語

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
募
集
内
容
】
職
場
・
家

庭
・
地
域
な
ど
で
の
男
女
平

等
・
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
宣

言
文
の
内
容
を
も
と
に
し
た
川

柳
や
標
語
（
未
発
表
の
も
の
一

人
三
点
以
内
）
【
応
募
資
格
】

区
内
在
住
【
備
考
】
①
応
募
作

品
か
ら
一
五
点
を
選
考
し
（
図

書
券
贈
呈
）
、
都
市
宣
言
啓
発

事
業
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
②
入
賞
者
に
は
８
月
中
に

通
知
し
ま
す

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
ま
た

は
封
書
に
、
川
柳
や
標
語
と
住

所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
書
い

て
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま
で

３０

に
女
性
・
青
少
年
課
へ
。

男
女
平
等
に
関
す
る

 

川
柳
・
標
語

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

�
　

区
内
の
お
菓
子
（
ケ
ー
キ
や

和
菓
子
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
な
ど
で
紹
介
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り

投
票
を
行
い
ま
す
。
投
票
に
よ

り
、
上
位
五
品
を
杉
並
名
物
と

し
て
認
定
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　

【
エ
ン
ト
リ
ー
の
受
付
】
６

月　

日
〜　

日
（
自
薦
他
薦
は

１０

３０

問
い
ま
せ
ん
）
【
投
票
】
７
月

　

日
〜
８
月　

日
（
イ
ン
タ
ー

２０

２０

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
ど
な
た
で
も

可
）
【
発
表
】
８
月
下
旬

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
ウ

ェ
ブ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究

会
･
林
@
５
３
４
７
‐
０
７
３

５
へ
。

�
　

区
立
小
学
校
で
は
、
体
育
の

授
業
で
の
水
泳
指
導
の
充
実
と

一
層
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め

水
泳
補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

【
勤
務
期
間
】
６
月
〜
９
月

（
夏
休
み
期
間
中
を
除
く
）

【
場
所
】
杉
並
区
立
小
学
校

（
四
〇
校
）
【
内
容
】
児
童
の

う
わ
さ
の
お
菓
子
ネ
ッ

ト　

選
手
権　

杉
並

de

in

水
泳
補
助
員

水
泳
指
導
に
あ
た
る
教
員
の
補

助
（
準
備
、
後
片
付
け
な
ど
）

【
時
給
】
九
三
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
電
話
で
勤
務

を
希
望
す
る
学
校
へ
（
募
集
を

行
わ
な
い
小
学
校
も
あ
り
ま

す
）
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員

会
事
務
局
指
導
室
へ
。

�
　

【
保
険
期
間
】
７
月
１
日
〜

　

年
４
月
１
日
【
対
象
】
区
内

１３に
活
動
の
拠
点
を
置
い
て
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
福
祉
・
ま
ち

づ
く
り
な
ど
生
涯
学
習
活
動
を

し
て
い
る
団
体
の
責
任
者
ま
た

は
指
導
者
で
、
無
報
酬
の
方

　

申
し
込
み
は
、
６
月　

日
ま

２３

で
に
、
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課

（
区
役
所
東
棟
六
階
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

※
保
険
料
は
、
区
が
全
額
負
担

し
ま
す
。

��
　
　

歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険

６５
生
涯
学
習
活
動
の
指
導
者 

 

傷
害
保
険
加
入
者

　

歳
以
上
の
介
護
保
険

６５第
１
号
被
保
険
者
の
方
へ

料
は
、　

月
か
ら
原
則
と
し
て

１０

老
齢
・
退
職
年
金
か
ら
差
し
引

か
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
６
月

に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
る

「
年
金
振
込
通
知
書
」
に
介
護

保
険
料
の
欄
が
新
し
く
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
通
知
書
に
は
、
介
護
保

険
料
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め

「
０
円
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。　

月
初
旬
に
改
め
て
介
護

１０

保
険
料
を
記
載
し
た
通
知
書
が

送
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

   
問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保
険

課
資
格
保
険
料
係
へ
。

�
A
食
費
の
減
額

　

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施

設
・
療
養
型
病
床
群
な
ど
）
に

入
所
・
入
院
し
て
い
る
方
に

は
、
一
割
の
利
用
者
負
担
と
食

費
の
自
己
負
担
（
一
日
七
六
〇

円
）
が
あ
り
ま
す
。

   
た
だ
し
、
住
民
税
世
帯
非
課

税
な
ど
の
場
合
は
減
額
と
な
り

ま
す
（
事
前
に
認
定
証
の
交
付

を
受
け
て
お
く
こ
と
が
必

要
）
。

B
資
金
貸
付
制
度

   
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
や
住

宅
改
修
費
、
福
祉
用
具
購
入
費

は
、
支
給
に
二
〜
三
カ
月
か
か

り
ま
す
。
そ
の
間
、
必
要
な
方

に
保
険
給
付
見
込
額
の
範
囲
内

で
資
金
を
貸
し
付
け
る
「
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
資
金
貸

付
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保
険

課
給
付
係
へ
。

�
　

４
月
１
日
か
ら
難
病
患
者
福

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
る
方
へ

難
病
患
者
福
祉
手
当
対

象
疾
病
の
追
加

杉並区男女共同参画都市宣言

人は歴史を創り　人は未来を創る

思いやりの心をもとに

男女が　性別を超え　世代を超え

互いに個性や能力を尊重し

さまざまな分野に参画し

心豊かな　明日の世代へ夢をつなげ

平等と平和の輪を広げるため

杉並区は

ここに「男女共同参画都市」を宣言します

 ������������ 平成９年１２月１日

祉
手
当
の
対
象
疾
病
に
「
副
腎

白
質
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
」
が
加

わ
り
ま
し
た
。
受
給
を
希
望
さ

れ
る
方
は
申
請
が
必
要
で
す

（
す
で
に
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
）
。

　

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
①

東
京
都
特
殊
疾
病
医
療
費
助
成

の
「
医
療
券
」
か
「
受
給
証
」

ま
た
は
医
療
券
申
請
用
の
診
断

書
の
写
し
②
本
人
名
義
の
銀
行

口
座
控
③
印
鑑
【
支
給
額
】
月

額
一
万
六
五
〇
〇
円

　

問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
者
福

祉
係
へ
。

※
老
人
福
祉
手
当
・
心
身
障
害

者
福
祉
手
当
の
受
給
者
ま
た

は
児
童
育
成
手
当
（
障
害
手

当
）
の
対
象
児
童
と
施
設
入

所
者
は
対
象
外
で
す
。

�
　

金
融
機
関
な
ど
か
ら
資
金
を

借
り
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
、

事
業
に
必
要
な
資
金
を
お
貸
し

し
ま
す
。

　

【
対
象
】
区
内
在
住
一
年
以

上
の
個
人
事
業
主
（
有
限
会

社
、
合
資
会
社
な
ど
法
人
組
織

は
除
く
）
で
、
そ
の
事
業
で
生

計
を
営
む
方
（
所
得
制
限
が
あ

り
、
連
帯
保
証
人
が
必
要
）

【
限
度
額
】
二
〇
〇
万
円
（
た

だ
し
、
運
転
資
金
の
み
の
場
合

生
業
資
金
の

 

貸
付
け
に
つ
い
て

は
一
六
〇
万
円
）
【
返
済
期

間
】
据
置
期
間
六
カ
月
を
含
み

七
年
以
内
【
利
率
】
年
０
・
９

５
％

　

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
資

金
貸
付
係
へ
。

�
　

【
対
象
】
都
内
に
六
カ
月
以

上
お
住
ま
い
の
区
民
の
方
で
、

配
偶
者
の
い
な
い
女
性
に
経
済

的
自
立
の
た
め
の
資
金
を
お
貸

し
し
ま
す
（
保
証
人
が
必
要
。

被
扶
養
者
が
い
な
い
場
合
は
、

所
得
制
限
が
あ
り
）
【
利
率
】

年
０
・
９
５
％　

　

問
い
合
わ
せ
は
、
管
轄
の
福

祉
事
務
所
（
東
@
３
３
８
１
‐

０
１
１
１
／
西
@
３
３
９
８
‐

９
１
０
４
／
南
@
３
３
３
２
‐

７
２
２
１
）
へ
。

�
　

【
日
時
】
６
月　

日
∫
午
前

２９

　

時
〜
午
後
３
時
【
会
場
】
高

１０円
寺
南
児
童
館
（
高
円
寺
南
３

―　

―　

）
【
内
容
】
家
庭
に

２４

１５

あ
る
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理

【
定
員
】
二
〇
名
（
先
着
順
）

【
費
用
】
実
費
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
６
月　

日
か
ら
電
話
で
同

１５

児
童
館
@
３
３
１
５
‐
１
８
６

６
へ
。

女
性
福
祉
資
金
の

 

貸
付
け
に
つ
い
て

 
お
も
ち
ゃ
病
院

fご協力ありがとうございます

有珠山火山活動
災害義援金

　皆さんにお願いしてきました
義援金は６月２日現在

１,０４２,１０８円
 ������ （図書券、ギフトカード含む）

　集まりました。
　区では期間を６月３０日まで延
長して義援金箱を設置すること
にしました。引き続き皆さんの
ご協力をお願いします。

　

【
対
象
】
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
お
よ
び
障
害
者
の
う

ち
、
自
ら
集
積
所
ま
で
ご
み

を
持
ち
出
す
こ
と
が
困
難

で
、
身
近
な
人
な
ど
の
協
力

を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
世

帯
【
収
集
場
所
等
】
原
則
と

し
て
対
象
世
帯
の
玄
関
（
ド

ア
）
前
か
ら
収
集
し
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
清
掃
事
務
所
の

職
員
が
訪
問
し
、
収
集
開
始

時
期
、
引
き
取
り
場
所
な
ど

を
決
定
し
ま
す
【
申
込
み
】

ご
み
の
排
出
者
（
ま
た
は
排

出
者
の
意
思
に
基
づ
く
代
理

人
）
が
直
接
所
轄
の
清
掃
事

務
所
へ
所
定
の
依
頼
書
に
よ

り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
用
紙
は
、
福
祉

事
務
所
・
清
掃
事
務
所
に
あ

り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
清
掃
課
／
西
清
掃
事
務

所
@
３
３
９
２
‐
７
２
８
１

／
東
清
掃
事
務
所
@
３
３
２

３
‐
４
５
７
１
へ
。

７
月
１
日
か
ら

ふ
れ
あ
い
収
集
（
ご
み
出
し
が
困
難

な
方
へ
の
戸
別
収
集
）
を
始
め
ま
す
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